
北見市における景気動向調査報告書 
< 第 Ⅰ 四 半 期 > 

 

北 見 商 工 会 議 所 

 

Ⅰ．調 査 要 領 

 

１．調査時点及び調査対象期間 

（１）調 査 時 点 令和３年８月１０日 

（２）調査対象期間 令和３年４月～６月期実績および令和３年７月～９月期見通しについて 

調査した。 

２．調 査 対 象             

  北見市に所在する企業を対象に、製造業、建設業、卸売業、小売業、サービス業の５業種１５０社 

 を往復ハガキにより調査した。 

３．回 収 状 況             

 

     企業数 

業 種 
対象企業数 回答企業数 回 答 率 

製 造 業 ３０社   ２１社 ７０．０％ 

建 設 業 ３０社   ２４社 ８０．０％ 

卸 売 業 ３０社   ２４社 ８０．０％ 

小 売 業 ３５社   ２３社 ６５．７％ 

サービス業 ２５社   １６社 ６４．０％ 

合   計 １５０社  １０８社 ７２．０％ 

 

注）本調査結果の中で、Ｄ・Ｉ値とある記号は、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）で 

 好転企業割合から悪化企業割合を差し引いた値を示す 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ . 概   況 

 

 

《 全 体 の 動 き 》 

 

 令和３年度第Ⅰ四半期<令和３年４月～６月>の北見市における業況は、前年同期比で「好転企業」 

２２．２％、「悪化企業」３９．８％、「好転」から「悪化」を差し引いたＤ・Ｉ値は△１７．６となっ

ています。 

このＤ・Ｉ値を前年同期と比較してみると、前年同期△５４．１→今期△１７．６と３６．５ポイン

トの大幅な改善を示しました。また、前期<第Ⅳ四半期>との比較では、前期△２１．７→今回△１７．

６と４．１ポイントの改善傾向となりました。 

 今回の業況を業種別で見ると、製造業Ｄ・Ｉ値△３８．１、建設業Ｄ・Ｉ値△１２．５、卸売業Ｄ・

Ｉ値０．０、小売業Ｄ・Ｉ値△１３．１、サービス業Ｄ・Ｉ値△３１．２となっており、前年同期調査

と比較すると、製造業で４４．０ポイント、卸売業で４５．４ポイント、小売業で４８．４ポイント、

サービス業で４８．８ポイントの大幅な改善となった一方、建設業は△１２．５ポイントの悪化となり

ました。 

 また、来期の見通しを全業種で見ると「好転企業」１５．９％、「悪化企業」４０．２％でＤ・Ｉ値     

△２４．３と、今期同様悪化が継続すると回答していますが、前年同期調査と比較すると２９．８ポイ

ント改善が見られました。新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種が当市でも開始されたこと

等もあり、全ての業種で来期改善を見通す結果となっています。 

 

 

《 業 種 別 の 動 き 》 

     

 

１）製 造 業        生 産 高        前年比で「増加企業」１９．０％、「減少企業」５７．１％、 

                    Ｄ・Ｉ値△３８．１と前年同期に比べ１１．９ポイントの改善

傾向を示しました。 

 

           採   算   前年比で「好転企業」１４．３％、「悪化企業」５７．１％、 

                    Ｄ・Ｉ値△４２．８と前年同期より３２．２ポイントの大幅な

改善傾向を示しました。 

 

           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△２８．６（前年同期Ｄ・Ｉ値△６７．９）、

生産高Ｄ・Ｉ値△４７．６（同△６４．３）、資金繰りＤ・Ｉ

値△３３．４（同△５３．６）と前年同期に比べ全てのＤ・Ｉ

値で、改善の兆しがうかがえる来期見通しとなっています。 

 

 



２）建 設 業        完成工事高   前年比で「増加企業」１６．７％、「減少企業」５４．２％、 

                    Ｄ・Ｉ値△３７．５と、前年同期に比べ４１．６ポイントの大

幅な悪化傾向を示しました。 

 

           採   算   前年比で「好転企業」           １６．７％、「悪化企業」５０．０％ 

                  Ｄ・Ｉ値△３３．３と前年同期に比べ１２．４ポイントの悪化

傾向を示しました。 

 

           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△２０．８（前年同期Ｄ・Ｉ値△４１．７）、完

成工事高Ｄ・Ｉ値△３３．３（同△５０．０）、資金繰りＤ・Ｉ

値△１６．６（同△１６．７）と前年同期に比べ全てのＤ・Ｉ

値で、改善の兆しがうかがえる来期見通しとなっています。 

 

３）卸 売 業   売 上 高   前年比で「増加企業」３７．５％「減少企業」２９．２％、 

                   Ｄ・Ｉ値８．３とプラスに転じ、前年同期に比べ５８．３ポイ

ントの大幅な改善傾向を示しました。 

 

             採   算   前年比で「好転企業」           ３３．３％、「悪化企業」３３．３％、 

                    Ｄ・Ｉ値０と前年同期に比べ４５．５ポイントの大幅な改善傾

向を示しました。 

 

           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△２０．８（前年同期Ｄ・Ｉ値△５９．１）、売

上高Ｄ・Ｉ値△１６．６（同△５９．１）、資金繰りＤ・Ｉ値

△４．２（同△３６．４）と前年同期に比べ全てのＤ・Ｉ値で、

改善の兆しがうかがえる来期見通しとなっています。 

                

４）小 売 業   売 上 高   前年比で「増加企業」１７．４％「減少企業」３４．８％、 

                  Ｄ・Ｉ値△１７．４と前年同期と比べて４８．０ポイントの大

幅な改善傾向を示しました。 

 

           採   算   前年比で「好転企業」１７．４％「悪化企業」３９．１％、 

                   Ｄ・Ｉ値△２１．７と前年同期と比べ２８．３ポイントの大幅

な改善傾向を示しました。 

 

            来期見通し    業況Ｄ・Ｉ値△１７．４（前年同期Ｄ・Ｉ値△５０．０）、

売上高Ｄ・Ｉ値△２１．８（同△６０．０）、資金                   

繰りＤ・Ｉ値△２２．７（同△５０．０）と前年同期に比べ

全てのＤ・Ｉ値で、改善の兆しがうかがえる来期見通しとな

っています。 



５）サービス業   売 上 高     前年比で「増加企業」６．３％、「減少企業」６８．８％、         

Ｄ・Ｉ値△６２．５と前年同期と比べ７．５ポイントの改善

傾向を示しました。 

 

          採   算      前年比で「好転企業」１８．８％、「悪化企業」６２．５％、 

                   Ｄ・Ｉ値△４３．７と前年同期から２１．３ポイントの大幅

な改善傾向を示しました。 

 

                  来期見通し    業況Ｄ・Ｉ値△４０．０（前年同期Ｄ・Ｉ値△５０．０）、

売上高Ｄ・Ｉ値△５５．０（同△６０．０）、資金繰りＤ・Ｉ

値△４６．６（同△４０．０）と前年同期に比べＤ・Ｉ値で

業況、売上高は改善、資金繰りのみ悪化傾向を示す結果とな

りました。 
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業 種 別   経 営 上 の 問 題 点            

 
１ 位 ２ 位 ３ 位 ４ 位 ５ 位 

製 造 業 諸 経 費 増 人 件 費 増 人 材 不 足 得 意 先 減 少 同業者間の競合 

建 設 業 人 材 不 足 諸 経 費 増 人 件 費 増 得 意 先 減 少 同業者間の競合 

卸 売 業 人 材 不 足 得 意 先 減 少 諸 経 費 増 同業者間の競合 人 件 費 増 

小 売 業 得 意 先 減 少 諸 経 費 増 人 材 不 足 同業者間の競合 人 件 費 増 

サービス業 諸 経 費 増 得 意 先 減 少 人 件 費 増 人 材 不 足 同業者間の競合 

合   計 人 材 不 足 諸 経 費 増 得 意 先 減 少 人 件 費 増 同業者間の競合 

※ 問題点は、各業種とも３つ選択。 

 

○全業種でみると、前回調査で３位だった「人材不足」が１位となり、前回１位だった「得意先減少」

が３位となった。その他の順位に変動は無かった。 

また、業種別でみると建設業、卸売業では「人材不足」が１位となっており、製造業、サービス業に

おいては「諸経費増」がトップとなっている。人材不足や原材料の高騰によるコストアップなど、それ

ぞれの業界が抱える問題は一層深刻になっていることに加え、新型コロナウイルス感染症の影響による

問題が顕在化してきている。 

 

※その他及び具体的な業界の問題点と新型コロナウイルスによる影響についての記載事項 

 

（製造）○今期売上 前年比 84％減 前々年比 40％である。 

    ○今までにないほど資材がかなり高騰している。利益が出ない。 

    

（建設）○ウッドショックによる利益の圧迫。 

        

（卸売）○原料の高騰。海外輸入肉が値上がりしている。 

    〇祭りやイベント等が行われない限り売上が下がる一方。 

    ○業界内の会議・会合が中止となっており、情報不足の感がある。 

 

（小売）○各種行事が新型コロナウイルスにより中止となり、外出目的がなくなっているため服飾の購

買力が低下しており、売上が減少している。 

○コロナ禍の長期化で問題は山積み、何をどうすれば何から手をつけたら良いか分からない。 

 

（サービス）○コロナの影響により本当に稼働率が上がらない。収益が上がりません。 

      ○観光客数の減少により売上減少となっている。 

○街づくりに関わる団体等は、会員以外にも手を差し伸べてほしい。 

 

      



 

業 況 

製造業 ⇒ 好転（一般製材） 

        悪化（建具、菓子、農産物加工、飴、印刷、金属製品、ビール製造、 

家具、石材加工、石灰製品） 

 

建設業 ⇒ 好転（電気工事） 

悪化（舗装、塗装、管土木、給排水、とび土工） 

 

卸売業 ⇒ 好転（一般製材、菓子製材、業務用食品卸、家電、塗装、鋼材、医療介護機器） 

        悪化（石油製品、建築資材、米穀、青果物委託販売、陶磁器、家具） 

 

小売業 ⇒ 好転（自動車、眼鏡、ゴルフ用品、菓子） 

        悪化（紳士婦人服、酒、青果、機械工具、火薬、画材） 

 

サービス業 ⇒ 好転（ビルメンテナンス、建物清掃、IT） 

          悪化（ホテル、飲食、クリーニング、理容） 

 

             （※太字アンダーライン表示は重複該当業種） 


